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言E」
m

フ
ア
ン
の
皆
様
に
ご
報
告

こ

の

度

、
本

企

画

を

実

現

す

る

に

あ

た

り

、

フ

ア

ン

の
皆

様

に

ご

報

告

致

し

―

す

。

永

年

、

天

野

こ

ヨ

ン
ピ

〓

組

ん

で

参

リ

ー

し

た

平

賀

が

、

ア

ー

テ

イ

ス

ト

活

動

に

終

止

符

〓

打

ち

、

キ

ャ

ニ
オ

ン

レ

コ
ー

ド

の

デ

イ

レ

ク

タ

ー

こ

し

て

新

た

に

出

発

し

、

Ｎ

。
Ｓ

。
Ｐ

を

離

れ

る

事

ド

な

り

１

し

た

。

Ｎ

・
Ｓ

・

Ｐ

時

代

の

、
皆

様

の

暖

い

い
応

援

に

心

よ

り

感

謝

申

し

上

げ

ｔ

す

。
１

た

皆

様

、
是

非

今

後

も

、
今

―

マ

と

は

違

つ
た

形

で

、

平

賀

を

応

援

し

て

下

ヤ
ヽ
い
ｏ
　
　
　
　
　
一
一

一
　
一　
■
一

一　
．　
一

そ
し
て
、
天
野
音
彦
は
０
今
後
は
ソ
ロ
と
し
て
活
動
す
ら
形
で
取
り
組

．
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一
　

一
・
一
　

　

・
一
　

一

ｔ
せ
て
頂
ヽ

主
す
。
皆
様

の
ご
協
力
を
得
て

、
天
野
音
産

の
パ

フ
ー
ド
期

待
し
ヽ

秋
に

ソ

ロ
ヨ
ン
サ
‥
卜
を
企
画
致
し
ｔ

，
。

一
層

の
応
援
〓

お
願

い
致
し
１
す
と
共

に
、
今
後

へ
の
フ
ン
ス
テ
ツ
プ
こ
さ
せ
て
頂
き
た

い
と

思

い
、
こ
こ
に
集

い
を
企
画
致
し
１
す
。
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わ。t 恥ヽ轟 ll

☆
ふ
る
さ
と
、ま
と
め
て

腹
い
っ
ば
Ｌ
岩
手
料
理

は
Ｎ
Ｓ
Ｐ
の
味

■
岩
手
は
Ｎ
Ｓ
Ｐ
の
ル
ー
ツ
、
彼
ら
３
人
の
精
神
的
基
盤
。
中
で
も
平
賀

和
人
家
は
奥
さ
ん
も
岩
手
県
出
身
。
だ
か
ら
平
賀
家
は
い
つ
も
故
郷
の
香

り
で
い
っ
ば
い
だ
。
何
か
と
い
う
と
こ
こ
に
３
人
集
ま
っ
て
、
田
舎
の
味

で
し
ょ
う
。
そ
の
上
、
ぼ
く
の
家
は
岩
手
の
友
人
の
タ
マ
リ
場
、
要
す
る

に
ナ
マ
リ
場
な
ん
で
す
」
と
平
賀
君
が
い
う
と
、
天
野
滋
も
か
り
か
う
．

「彼
の
場
合
、
本
当
に
出
か
け
る
と
い
っ
て
も
二
子
工
川
近
辺
だ
け
。
新

宿
や
渋
谷
や
六
本
木
、
盛
り
場
に
は

に
舌

づ

っ
み
＾

「
ぼ
く

の
場
合

ヒ

マ
さ
え

あ

れ

ば
親
子
３
人
で

田
舎
に
帰
る
Ｌ

東
京
で
も
家
に

い
る
と
、
夫
婦

で
ナ
マ
リ
合
戦

”
Ｓ
Ｐ

ｏ
，

ス
料
提
体

中
ヘ
リ
戸中

ピ
ー
も
‐
′

は
と
で
も
い
ず

現
切
す
ぎ
る
く
ら

，
現
切
で
ね
、
道
を
聞
い
て
も
　
磯

Ｌ
入
り
緬
に
わ
た
り
教
え
て
く
れ
る
。

■
も
歩
い
て
５
分
ぐ
う
い
と
い
っ
た

り
、
■
線

は
２０
分
ヶ
か
る
と
思

っ
た

は
う
が
い
い
で
す
■
´
筆
↓

田
舎
の

人
は
歩
く
の
が
好
き
っ
て
い
う
か
、

彙
り
物
が
少
な
い
と
い
う
か
　
あ
っ

故
郷
岩
手
を
受
し
つ
づ
け
る
Ｎ
Ｓ
ｐ
　
二
れ
か
ら
も
素
朴
実
感
派
フ
ォ
ー

ク

・
グ
ル
ー
フ
カ
躍
と
し
て
活
躍
―
）っ
づ
け
る
こ
と
だ
ろ
う
。

l Robot/ア ラン・パーソンズ。プロジェク

ト
The Royal Scan/ス ティーリー・ダン

The Dark Side Of The iloon/ビ ンク

・フロイド
Americ● /7メ リカ

Whn The Fhgle Flico/ト ラフィッタ

賄酌 だったものを選びました」

Ld Zeppelin/レ ット・ツェッペリン

The Dark Side Or The M。 。n/ビンク

・フロイド
One∝ Th“ Night3/イ ーグルス

ToTo/ト ト

The Captain And Me/ト ゥービー・プ

ラザーズ
rビートルズが入らなかったなぁ。でもビ

ートルズはベスト5と 力漣い:以前の問題だ

からね」

The Captain And Me/ド ゥービー・プ

テザーズ
2HOtd C81ifOrnia/ィ

ーグルス

Angd Clare/アート・ガーフアンクル

Roberta Frakk dL Danny IIathaway

/ロバータ・フラック&ダニー・ハザウェイ
‖ndows&walL/ダ ン・フォーグルバ

ーグ「これは古い順に挙げたものです」

ほ
と
ん
ど
出
て
い
か
な
い
。
い
ま
だ

に
―
人
で
喫
茶
店
に
も
入
れ
な
い
っ

て
い
う
田
舎
も
ん
な
ん
で
す
よ
‘
ほ

ら
、
そ
の
辺
は
平
賀
の
顔
に
″素
朴
″

の
２
文
字
が
残
っ
て
る
（
笑
）

と
は

い
え
、
ぼ
く
も
、東
京
に
い
る
時
は
家

庭
の
味
、
田
書
の
味
を
求
め
て
　
週

に
６
回
こ
こ
で
夕
飯
を
ご
馳
走
に
な

っ
て
る
け
ど
ね
…
…
」

■
そ
こ
へ
中
村
貴
之
も
あ
い
の
手
を

入
れ
る
。

「ま
あ
、
ぼ
く
の
場
合
は
、
岩
手
県

外
の
人
を
お
嫁
さ
ん
に
も
ら
っ
た
ん

で
、
仕
事
以
外
帰
る
こ
と
も
な
く
な

っ
た
け
ど
、
結
局
酔
っ
ば
ら
う
と

一

番
田
舎
の
こ
と
を
し
ゃ
べ
る
の
は
、

ぼ
く
し
ゃ
な
い
か
な
」

「と
に
か
く
青
春
の
一
番
多
感
な
時

期
を
過
ご
し
た
土
地
で
す
か
ら
ね
。

年
に
２
、
３
度
は
ぼ
く
も
岩
手
の
空

気
が
吸
い
た
く
な
り
ま
す
よ
」
と
天

野
君
。
「岩
手
の
人
は
ね
、
何
事
に
つ

け
の
ん
び
り
し
て
い
る
け
ど
、
人
間

11建 (解 説も)は すべて平菫和人夫人が作ってくれたものですて,
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進に島ヨンのむ
'{

今こそ、アリス、さだま

おきまりのアンコールは
もううんざり。たまにゃ
本編イッパツ勝負で、ビ
シツとキめてくれ

コンサートのラストの曲力無わって、手

を振ったりしながらミュージシャンカ舞台

の袖に消える。しかし、客席の照明は「ま

だまだアンコールもありまっせえ」とばか

りに消えたまま。アンコールの拍手.

あんまり待たせるもんヽ ときおり拍手

の勢い力弱 まる。「うへえ、このまま拍手が

消えらまったらどうすんだあ !?J「客電つ

けない(‐アンコールありまっせ
い
と合日

してんのに、客カカ つちまったらど―すん

だあ !?」「早く出て来いよお 1」 ミュージ

シャンに恥をか力せ まいと、つい拍手にカ

がこもります。

なんで私
`ム

ひとりで勝手にこんな心配

をしてるのだろうれ

しかし、客電もつかずに、味 日のコンサ

ートは全て終了しました」のアナウンスも

ないままに、お客がみんな帰っちまったら

ど―すんだろう? 「あらあら、お客

`んが帰ってく̈ 」とか言つて、あわてて客電

つけるのだろうハ

どつきリカメラかなんか(一 度やって

みたりして。

本場のラストの曲力繁わり、ミュージシ

ャン去る。薇 消えたまま。ここで お

客さん一斉に引き上げる。楽屋でま衣装を

着替え、アンコールの拍手を行つ ミュージ

シャン。

し～ん。

あわてるスタッフ。青ざめるミュージシ

ャン。そこへ どっきリカメラの看版J寺っ

た野呂さ
―

る。なんて。

確力ヽ こ、「もっと、もっとォ」と節度なく

アンコールを求める我々を帰すには、客電

がついたら本日のステージ全て終了、とい

う暗黙の了解をつくっといた方が、ことは

スムースにこ ヤとは思う。

それにしても、い力ヽ こも「拍手せえJと

言わんばかりの、あの状況はどうかⅢ

そもそも、最近のアンコール、あれはデ

ィスカウントされることを前提に1引酪

が決められる (力つ ような)電気製品みた

いだ。

演出効果からしたら、本編ラストの曲で

一度大しヽ こ盛り」めくり、 ,回めのアンコー

ルで軽めのロックンロールかなんかを.ヽ:ち

かまし、 もうひと山。2回めのアンコール

(再 びハー ドな汗と涙の盛り上がり、あ

るしヽましっとりと唄しヽ上げるバラードの熟

唱で私 なんての力ヽ 山あり谷ありでいい

のかも知れない。

でも、それも、こうまで■延していては

な アンコールをやらないバンドーースト

リートスライダース やらなかったことあ

るらしいけど
―

きっばりしててええじ

ゃないの。本編のみのイッパツ勝九 いい

ねえ。

私らも、

"itFに
アンコープ%け好

をトーゼンのように待ってるようなコンサ

ー トはとっとと帰つちやう、 くらヽ のヽ気持

ちをもってもよいのかも。

書き出したとき
`ム

そこまで思ってなか

つた力t“ヽ 実にそういう気がする。

｀
総立ち

″
なんか、もう

当たり前。今、
｀
総座り

″

こそが新しい ! と思う
が、どうか。

どんなコンサートでも 総`立ち
‐
力く当た

り前になった象 “総座り
¨
こそ力りFし い !!

なんちゃって.

しかし、やはリトシのせいだろうヵ、立

ちっばなしのコンサートは、かなり疲れる。
ほとんど座りっばなし、ラスト近くになっ

て、前の方からチラホラ立ち上がる人の姿
力C‐ ―・なんていう昔のコンサートカ怯かし

し、 '80年頃までま、オープニングと同時
に総立ちなんてコンサー ト、ほとんどなか .

ったと思う。

座って、しっくリコンサT卜 を楽しむっ

てのも、悪くないと思うのだ力ヽ

■3Eりの久美子
¨
なんつ―売り文句も、

アダル トでええじゃないの。

だいたい、立ち助 くると、舞台の高さと

目
―

との関係(ス テージ上力現 にく
し、 背の低い人は、特に見にくし、背の高
い人は、後ろのお客さんにブーたれられる

中 や球場のスタンド席:ム 急勾配な

んで大文夫だけり。デーモン′j癬みたい

に、足の具合力籠 い人は、もっと困る。ヽ

いっそのこと、飛行機の禁煙席みたいに、

禁立ち席でもつくってもらおうれ ホール

の中央あたりを4～ 5列、いちばん前から
ズボッと、座って観Lい人の席にする。そ

の席を選んだ人:ス コンサー ト中けらして

立ち上がってはいけなt、

コリ,卜・し―卜́√ルトit

客力泣 ち上がるような盛 り上 {ず しとにヽて、

立ち上が ったらステージ見えない、ってな

会場でやる主催者刊の人、そろそろそのヘ

ん考えないと、客は増えないと思 うな。

たとえば客の立 ち上が り具合によって上

下するステージ作 るとか(!?)、 さつき書いた

禁立 ち席 を1'け るとか。 しっか リコンサー

トの楽 しめるホールを作 らないと^でかい

スクリーンにステージの様子を映すっての

は、ときおり見 られるけど、せっか くコン

サー トに来てるのにスクリーンで観るなん

てのは、興醒めだもんなあ。

さし、松山千春への正し
い評価を。♪海は、死ィ
にまアすか、てか。

いまだに「あのハンドインハンドの～」
とか言って、悪者の代表としてアリスを話
に11ち出したり、「テレビ出演を拒否するこ

とで保身にハシッた1公山千春」とかって言
い方したり、さだまさしをネクラ (う へえ、

古い言葉 !)の代表としてあげつらったり、

十年一日の女0く 同じようなこと言ってる評

論家とかミュージシャンとカー般市民の方

と力、 1,っ こうにヽるでしょう

(そ ういう人違っで、たいがじヽ彼らの

ことなん力ヽ Iと んど知らないんだよれし ま

してや、曲なんか覚えてもいない なのに

批判する

彼らの曲、けっこういいですよ アリス

の「遠くて 笛ヽを聞きながら」なんて、大

友康平も大好きだって言ってたし̀ さ だま

さしの、伝統芸のL● さえ感じさせる物語作

りの巧みさ 1公山千春のおおらかなメロデ

イ′

ハ ンドインハン ドにしても、テレビ:E否

にしても、確力ヽ こクサい感 じはあったけと、

そのことと彼 らの音楽に対する評価 とを、

全 く一緒 くたにしてしまうのは、あ まりに

大維把過ぎる

だいたい、今の、いわゆるス トリー トロ

ンクとか言われる連中とかインデ ィーズの

連中に多い
‐
もっと自由にやろうぜ !‐ み

たいなのだって、クサさとい う点では、大

差ないんじゃない ?

アリスときだまさしと松山千春を悪く言

っとけば安心、みたいなニュアンス、醜い

ね え

日本のレコードは絶対高
い。今の半額¥1400に し
て、2倍売ればえ―じゃ
ないの。ダメなの?

日本のレコード、高過ぎますよね だか
ら、私なんかいつも上智大学の11買部で買
つています。2割31き で売ってますから
でも、それでもアルバム2240円 高いで

■

映画が 15∝円でしょ.名画座はもっと安
いし。小説だって20∞円以上するのなんか
めったにない 1200円 くらいだせ

`ム

メ_tヽ
ていのハードカバーは買える 文庫本だっ

たら500円以下で買える.

レコードも、今の半額、1400円 くらいに

しちゃったらどうだろう 今の2倍 くらい

発れるんじゃない? 祭 私、アルバム出

れば必ず買うミュージシャン挙げると、吉

田拓颯 浜田省吾、小山卓治、須層薫、そ

のくらいかなあ,おそらく買うだろうって

の力ヽ 松尾:月 8、 佐野元碁、エコーズあた

りかな.て、もし1400円 だったら、そのあ

たりはletl買 うでしょ.あと、バービーボ
ーィスrJ買ぃたく71る し ス

'リ
ー|ス ラ

ィダーズr_2っ て、パール兄弟だって、ュー

ミン、シォン、 ロックバン ド、ムーンライ

グース E ・ Z ・ 0、 友部正人、ハウン

ドトン久 自井貴子  けっこう買っちゃ

うね 結局、今レコー ド買うのに使ってる

金額より絶対多 くのお金を、 レコー ド買 う

ために注ぎ込むことになるだろうと思 う

それ力t商 発ってもん じゃない ?

1400円 だったら、レコー ド屋 さんでバ う
パうやってて、 .、、と目についたジャヶ ント

のアルバム買っちゃう、なんてこともでき

そうだな (日本のって、ジャケッ トに魅力

あるもの少ないの力せ しtlナリ 。

レコー ド、思い切って :400円 に,

やたら大袈裟で深刻な評
論文。あんまり力入れ過
ぎると笑われます。シン
プにもときどきあるけど。

これは、けっこうシン

'こ
も多いのです

力ヽ「彼の苦悩と人間性への間にヽかけ力ヽ 極

限まで凝縮された、近来まれにみる傑作だj

みたいな、やたら大製娑で深刻な臨

なん力、音、国語の教科書と力ヽ こ出てきた、

純文学作品の評綸みたいじゃない?空欄に

¨

―

省、のうちから適

語を入れよ、みたいな (なんのこっちゃ)。

こういうの、.:、 だんポバイとかォリープ

みたいなの強んでる人力現たら、きっと「何

コレ～ ?」 って感じになると思う。

もちろな 全てをカルく、油略と笑いで

片づけてしまうつもりはなしヽ すれこ ボッ

プミュージックの魅力つて、どんなにシリ

アスなことを唄ってても、どこ力ヽ こカルさ

力t笑つて唄いとばすような力の抜け具合

がある、そんなとこにもあるように思う(ジ

ャックスみたいにひたすら沈み込んでいく

のもあるけれり。

だから、「彼姉 と人間層社所1い力ヽ す

力t極限まで凝縮された、近来まれにみる

傑作だ力ヽ 彼はそれを自宅の風彙につかり

ながらつくった」くらにつ、冷静な視線が

ほしいですね。冗談じやなく。
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よく似たアレンジ、よく

似たメロディ。説明しと

いてくねえ「いと、召 乍だ

と思っちやう人もいるゼ。
佐rチ元春の「Young BloodsJ力 く、 スタイ

ルカウンシル(通称スタカン)の「シャウ

ト・トゥ・ザ・ トノブJに アレンジやメロ

デイカ1チ っこう似ていたり、ハウンドドン

グの「Danger」 力ヽ スプリンクスティーン

の「Dancln・ h The Dark」 にかなりfLJて い

る部分があったり、そういうことは、他の

人の曲に もよくあります。

前者については、佐rF元春 もスタカンもモ

ータウン系の ミュージシャンに多大なる影

響を受けていて、だか ら両者の音楽的指向

というか肌触りも似てくるんだ、という.・E

を時々聞きます。「DangerJに ついては、も

っと軽い、シャレ的なニュアンスーー由の

どこ力ヽ ニヒット曲の一部分をもってきて

聴き手をニヤリとさせる一――そんな感 じの

ものだと思 う(違 うかな ?)

でも、彼らのフアンの全 て力ヽ それを知 っ

ているのだろうか かな り多 くのフア)´ か

知らないんじゃないかと思 う力く、とうたろ

う  で ,t ,こ とをイ)/7..(聴 tヽ た方か4
t´ いよ うな気 もするか、 とうだろう

以前  THE BU00KANの 達中に「BABY
LIps」 ,(出のこと聞いたときに |あ  よ,

の Fllて ,か ? あれはサ ノクの フイ し、

ロープ 聴いて作 りま t′ たJ ,て   ―ス

の :17(',い
1,力

“

以てるんだよわ, い、 4`

ぁ、 このあっけらかんとした感 じ。

他の ミュージシャンも、 そうい う曲作 つ

たら、インタビューの ときにでも、 どんと

ん教えてほ しいれ 員めたりしないから

ぁ、 こんなこと書くと「そのくれ―のこと

言わな くて もわかんだろ― よ一、 音楽 ライ

ターならJつ て言われるかもれ 私らも勉

強じとかないと。

中には、非常に悪質な、嵐なる盗作、単な

る全鯖けつてのもあって、それについては

「この盗っ人野郎 !!」 と員めたりしたい

あんまりそっくりr_yと 、怒るよりも笑っち

ゃうけどれ.

い畠
ぜ 」

卜だ

イ イケサイ事で

九 か け ―、

8だ 」(フ

ォーラ レ」ニトJい氏,

イt'
ヽ ご

‐

「逆に、裏切っていきた
いんです」  ありがち

なセリフ。もっと面白い

言舌を聞かせてちよ一だい。
1武道館 ってぃ ぅ1寺別な意護はなかった」

・ rな んで歌 うかって ? 歌 うことしか出来

/3いか らね」   
｀

1大人になりた くないとい う気持 ちがある

んだと思う」
「逆に、裏切っていきたいんです」

一――吐 インタビューに対する、アー

ティストのありがらな答え_

私ら誰力ヽ こインタビューするときには、

事前に「今日は何聞こう」って質問事項を

考えるわけです。これ力ヽ すっこうなんざ。

リアルな答えを引き出す質rn3っ て、ホント

むずかしいんだ`ま 、「アーティストもあっ

と驚く質問をしてやろうJと か「こんなア

ホなこと聞いたらケーベツされるかなあ、

やだなあ」なんて邪念力爾阻 をするからと

いう情けない理由もあるんだけどれ

インタビューされる方も消1毛すると思い

ます。,りこ友達でもないやつべ tヽ きなり

の質問責め.と きには人生語らせちゃった

りするんだから。いきなり「あなたの、音

楽に対するスタンスはとういったところに

ありますか」なんて質問されたら、困って

しまいます。

というようなインタビュアーの力量も非

常に関係あることなんだけど、でも、アー

ティストの方々、ありきたりな答えは控え

てほしい。つまんないもの。

男りこ、 A誌とB誌で言ってること力違 っ

てたって、次の日には考え力波わってたっ

ていいんだよね 1=す ことなけれ{」黙って

たっていい (ラ イターがとんな原1醸 くか

楽しみになる)。 よろしくお康員いします。

「みんなサイコー」。す
みません、私、居眠りし
てました。そんなに誉め
てもらったら困ります。

ステージはいよにヽよクライマンクス、ス
′―ジも客席もめいっけぃ盛り上か ノ́てぃ

る そしてキアのセリフが「みんなサイコ
ーJ.で も、そのとき.微夜てレコード聴ぃ
て予習してきたあなたはつい居1■ りしてい

た   二れは恥ずかしにヽ スィマセン、
flサ イコ

「

じゃないんですとぃ っても、ス

テージには届かない 護にもそんなことわ

からなに■

'どスターにな‐,た ことないからよくゎから

ないんだめヽ ステージから見ると、客席っ

ていろんな気分といろんな態度の客たちを

呑み込んだ、ひとつの生き物みたいなもの
なのかしら? 波打つように動き、とこか
らともなく叫U摯 を発する共生体 うっ

不知味な想像をしてしまいました

「みんなサイコーJ つて、ライフの段,:

というか、1見客とアーティストがぉ互い1

中1敗 し合ってハイにし合っていくなかて‖:

てくるコ トパ/4ん だと思 う そうヽヽ ぅ1頬 :

:ユ 確力ヽ こ気l寺 ちぜヽぃんだ

でも、誉め合うだけ力竣 じゃないのょ

11の中いろんな奴がいるんだから、とうせ

客とコミュニケーションとるのなら「前カ

ら3列目のまん中アロハシャッの男のコほ
サイコー、だけど21列目上手のポニーテ
ールのお姉さんはサイテー」くらい言って

ほしヽ なヽ、そこまで見えないとは思うけと

盆踊 り会場と化すコンサ
ート。「シェリー」に手拍
子。恐怖の手拍子攻撃を、
なんとかしたい。

私事で恐縮ですめヽ 自分{よ昔、文イし祭で

凰の「22才の別れ」乞やって、会場のお客

さんから盛大なる刊 自子をいただいたこと

があります あぁ～なたぁのォって、あの

曲、け‐フこう民謡的な手拍子がハマッてし

まうのてすr2.ぁ れにはまいりました (干

in子 もら ってウレシイって気,寺 ちも、かな

りあったのですが )

さす力くに、それ
`=と

ヒドイ機兄て電ないと

思いますが、最近のコンサー ト み人な手

格子し過ぎじやありません ?

「22才の男1れ |に刊 好  |,′ メリー:tl

蒲 n子  「Pa 、 s l ng 3(: t l l`こ 晏 1

手(そ んな奴はいわ―よ,み たいな も

てのlJかハターンけもちろん あれの因る

のって 手lЁ好 してない人かミョーにァ■

ケたクフ、み′1いに見えると二〔
`

「愛ある批評」のシンプ
ジヤーナル。愛情は、ミ
ユージシャンにも読者に

自亀の生電潔勇ご努勇ャ
ーナ′Иュ、ょく「愛ある批1平 Jと 言う。
音楽を受する、その気jう ちから生まれる

1麟予 単純に言えば「もっとにヽtヽ 音楽を聴
きたいJと いう、せつなる願いからくる批
評 こういうのは大歓迎だ

し力し ときに、 自黒:5に なって、ヽ夕ヽヽ
か |こ んr3こ とを言うと ミュージシャン
が日るんじゃないかJ「 こうした1じ千は彼に
lJ酷過ぎないかJ「 これを言ったらスタンフ
に申し訳ない」

その結果、読者を惑わせてぃないか 惑
わせるのは勝手だが それでシンプの人気
がなくなるの

``困
る

ミコージシャンに愛11を
'iぐ

あまり、:発

者の存在を、 ときに 忘れてしまっていな
ヽ`め`

麟 は、:発者に愛11を ;主力くないと (ょ ―
するに面白い本を作らないと)、 売れない.

そして、 レコードにV2800出 すのは
li者 (リ スナー)だ し、コンサートにV3
000出 すのもシンプにY550出すのも
彼ら彼女ら、必要とあらば、 ミュージシャ
ンヘの愛情を1會て「こんなレコードは買わ
ない方がいい」「こぃっはくそライブだ !J
くらい1員極的に言わなければいけないので
はないか。「てめ―なん力港楽ゃめちまえ !」

くらい言ってもいいような力め`す る (そ の
方が愛11あ る発言になる場合もある)。

ミュージシャンに(fか り愛情を注がずに
読者に受を!! 自成を込めて,

「いい意味で～」「ある

意味で～」なんでもハマ

る多目的用語の多用は話
を つ ま ら な く す る 元 凶 。

「いい意味てライパル意識をもやしてJと
ヵ、 ,あ る意味でロックと言えるJなんて言

葉は、 とうとでもイ吏えて便春りだけど、 どう

にも芸かないと思います

「いい意味で商売に徹して」とか「ある意

味で正直にJと か、「いい意味でわがままに

なって」とか「ある意味て今の状況を象徴

してるJと か

ライターの文量にも
`,っ

こうそういう表

現多いし、 ミュージシャンの発言でも、そ

れに類する発言はけっこうある

なんでもかんでも「いい意味で」をくつ

つけてくだらん粉飾をするのをやめよう !

「いい意味でヒトを馬鹿にして」とか「い

い意味で盗作をして」とか「いいE味で人

|,し をして」とか なんでもあてはまっち

ゃうんだもん

ライバル意:ミほうイバル意議でスえじゃな

ぃの 商売は商売てええじゃないの わか

まユ{`わかままでええじゃないの
「ある意味て1(fあ る41の」といっ言い方に

し近い (り のがある)を く ,つけr 二点そ

貯昧にするのも やめよう! 「|ョ ウリ

IJあ る意味で人生だ」とか 「シンプシ1●
~

,ルはある011て 凰σ)又 三aβた,4`/.て 言わ

'1た
日にゃわけわかんなくてア

''1ぶ
発し

らまうしんr3ぁ「上質の一」っての 1事 くある
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